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（1）　フレデリック・ダグラス研究の一断章

　
一
八
一
七
年
頃
の
あ
る
日
、
メ
リ
ラ
ン
ド
州
東
海
岸
タ
ル
ボ
ッ

ト
郡
イ
ー
ス
ト
ン
の
北
東
十
ニ
マ
イ
ル
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
、
タ

ソ
カ
ホ
ウ
と
よ
ぱ
れ
た
片
田
舎
の
農
園
で
、
ひ
と
り
の
黒
人
が
奴

隷
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
母
親
は
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ペ
イ
リ
ー
と
い
う
名
前
の
黒
人
奴
隷
で
、

母
方
の
事
情
に
つ
い
て
は
多
少
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
父

方
に
つ
い
て
は
父
親
の
名
前
も
素
性
も
不
明
、
噂
に
よ
れ
ば
か
れ

の
奴
隷
主
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
、
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
オ
ガ
ス
タ
ス
・
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ベ
イ
リ
ー
｝
篶
o
胃
｛
o
庁
＞
自
o
q
富
旨
ω
峯
ρ
㎝
巨
自
σ
q
ざ
■
｝
里
箏
Φ
く

と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
黒
人
奴
隷
、
の
ち
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ

グ
ラ
ス
軍
＆
邑
2
∪
昌
o
貝
－
鶉
眈
の
生
年
月
日
を
確
定
す
る
間
題

に
つ
い
て
は
あ
と
で
ふ
れ
る
が
、
か
れ
自
身
は
最
後
ま
で
そ
れ
を

知
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　
「
ほ
と
ん
ど
の
奴
隷
は
、
馬
が
自
分
の
年
齢
を
知
ら
な
い
の
と

同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
年
齢
を
知
ら
な
い
。
私
の
知
る
か
ぎ
り
、

こ
の
よ
う
に
奴
隷
を
無
知
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
た
い
て
い
の
奴

隷
主
た
ち
の
ね
が
い
な
の
だ
。
い
ま
ま
で
、
私
は
自
分
の
誕
生
日

が
わ
か
る
奴
隷
に
出
会
っ
た
記
憶
が
な
い
。
－
…
白
人
の
子
ど
も

は
、
自
分
の
年
齢
室
言
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
同
じ
権
利
が
私

に
は
何
故
う
ば
わ
れ
て
い
る
の
か
、
私
に
は
そ
の
理
由
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
：
・
…
私
は
、
い
ま
ご
十
七
歳
か
二
十
八
歳
だ
ろ
う
と
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お
も
う
。
と
い
う
の
は
、
一
八
三
五
年
の
あ
る
と
き
、
私
が
そ
の

と
き
十
七
歳
ぐ
ら
い
だ
と
主
人
空
言
う
の
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
L
一
八
四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
最
初
の
自
伝
の
在

一
か
で
、
ダ
グ
ラ
ス
は
自
分
の
生
ま
れ
た
年
に
つ
い
て
、
も
ど
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
〕

そ
う
に
、
間
接
的
な
表
現
で
、
こ
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
こ

の
叙
述
で
は
、
か
れ
は
一
八
一
七
年
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
八
一
八

年
に
生
ま
れ
た
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
に
書
い
た
二
度
目
の
自
伝
、
そ
し

て
死
の
数
年
前
に
完
成
し
た
最
後
の
自
伝
に
お
い
て
は
、
僅
か
な

表
現
上
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
か
れ
は
、
奴
隷
制
度
の
も
と

で
は
奴
隷
は
家
族
を
構
成
す
る
自
由
が
全
く
う
ば
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
強
調
し
、
自
分
の
年
齢
に
つ
い
て
主
人
に
質
問
す
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
「
不
遜
の
あ
か
し
」
で
あ
る
と
の
べ
、
そ
れ
で

も
そ
の
後
と
も
、
か
れ
が
追
求
し
つ
づ
け
て
知
り
え
た
断
片
的
な

諸
般
の
状
況
か
ら
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
を
「
一
八
一
七
年
頃
」

　
　
　
　
　
＾
2
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

（
二
度
目
の
自
伝
）
、
「
一
八
一
七
年
二
月
」
（
最
後
の
自
伝
）
と
推

定
し
て
、
そ
う
記
し
て
い
る
。
ダ
グ
ラ
ス
の
死
に
か
ん
し
て
は
、

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
暖
味
さ
は
な
い
。
…
…

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
右
の
文
章
は
、
じ
つ
は
、
一
九
七
五
年
の
夏
、
私
が
は
じ
め
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
旅
し
、
ダ
グ
ラ
ス
に
ゆ
か
り
の
場
所
の
い
く

っ
か
を
訪
ね
、
ま
た
、
か
の
地
の
す
ぐ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
研
究
者
と

親
交
を
深
め
て
帰
国
し
て
ま
も
な
く
、
そ
の
旅
の
恩
い
出
を
綴
っ

た
旧
稿
（
未
発
表
）
の
冒
頭
の
く
だ
り
で
あ
る
。

　
そ
の
な
か
で
、
あ
と
で
ふ
れ
る
と
書
い
た
ダ
グ
ラ
ス
の
生
年
月

日
を
確
定
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
け
っ
き
ょ
く
研
究
史
の
そ
の

段
階
で
は
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
の
推
定
を
越
え
て
歴
史
的
事
実
と
し

て
決
定
で
き
る
条
件
に
は
、
い
ま
だ
た
ち
い
た
っ
て
い
な
か
ウ
た

と
い
う
事
情
を
、
多
少
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
の
べ
た
の
が

旧
稿
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
取
扱
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
後
の
ダ
グ
ラ
ス
研
究
の
進

展
と
、
私
自
身
そ
の
間
に
二
回
の
訪
米
の
機
会
を
え
て
、
い
ま
、

旧
稿
の
書
き
だ
し
を
、
「
一
八
一
八
年
二
月
の
あ
る
日
、
－
－
」

と
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
出
生
年
月
を
確
定
し
、
あ
わ

せ
て
母
方
の
事
情
や
若
き
日
の
ダ
グ
ラ
ス
に
か
ん
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
不
明
も
し
く
は
唆
味
だ
っ
た
点
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
新

し
い
事
実
を
つ
け
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
1
）
　
≧
ミ
§
ぎ
舳
呉
§
雨
卜
害
ミ
、
宍
ミ
§
暮
b
o
秦
ぎ
多
§
．

　
」
§
ミ
ざ
§
臼
§
“
畠
む
－
勾
o
嗜
－
算
＆
＆
ま
昌
皇
書
曹
自
H
自
－



（3）　フレデリヅク・ダグラス研究の一断章

　
ヰ
o
旨
o
庄
昌
げ
｝
ω
昌
盲
目
ま
c
冨
・
－
鶉
（
｝
胃
董
邑
o
邑
き
邑
q

　
勺
旨
ω
9
宕
s
∀
勺
o
．
塞
一
塞
リ
プ
リ
ン
ト
版
は
、
こ
の
ほ
か
各

　
種
あ
る
。

（
2
）
ξ
き
ミ
冬
§
軋
ξ
ミ
ミ
§
一
H
。
。
睾
雰
亘
昌
茎

　
＆
庄
9
色
亭
嘗
岩
O
妻
H
昌
才
O
旨
O
匡
昌
げ
｝
勺
巨
－
せ
ω
．
句
昌
O
『

　
（
b
o
く
o
『
、
旦
〕
旨
冨
弍
o
易
一
－
o
s
）
一
勺
．
富
。
本
書
も
、
リ
プ
リ
ン

　
ト
版
は
各
種
の
も
の
が
あ
る
。

（
3
）
　
卜
害
§
、
皇
§
雪
呉
、
ミ
き
ミ
喜
b
§
曳
婁
F
崖
o
．
H
一
射
彗
尉
＆

○
繧
ご
o
昌
一
－
o
o
o
ド
射
o
旧
『
ぎ
↓
＆
　
①
昌
巨
o
自
ξ
匡
－
印
2
o
峯
－
目
芽
o
．

旨
o
ま
昌
　
げ
｝
　
印
幸
δ
邑
考
．
■
o
o
q
彗
（
o
o
旨
昌
－
幸
害
昌
畠
彗
一

　
岩
①
N
）
一
、
l
N
N
’

＝

　
本
稿
で
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
年
の
確
定
の
間
題
に
諭
述
を
隈

定
す
る
が
、
こ
の
問
題
に
た
ち
い
る
ま
え
に
、
・
か
れ
の
生
涯
の
活

動
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
を
拾
い
だ
し
、
年
譜
ふ
う
に
ま
と
め
て

ダ
グ
ラ
ス
の
全
体
像
を
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
は
、
か
れ
に
つ
い

て
の
知
識
を
あ
ま
り
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
読
者
に
と
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

さ
し
あ
た
り
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
幼
少
期
を
祖
父
母
の
奴
隷
小
屋
で
す
ご
し
て
か
ら
、
六
歳
の
と

き
（
一
八
二
四
年
）
、
ワ
イ
川
の
ほ
と
り
の
か
れ
の
主
人
の
館
に

移
さ
れ
、
そ
こ
で
し
ぱ
ら
く
最
初
の
「
奴
隷
体
験
」
を
味
わ
っ
た

の
ち
、
翌
々
年
の

　
一
八
二
六
年
　
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ヒ
ニ
ー
・
オ
ー
ル
ド
の
も
と

　
　
に
送
ら
れ
た
。

　
　
最
初
は
家
内
奴
隷
と
し
て
、
そ
の
後
は
か
れ
の
工
場
の
下
働

　
　
き
と
し
て
働
く
。
は
じ
め
て
読
み
書
き
を
覚
え
奴
隷
こ
そ
挙

　
　
ぱ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
、
自
学
に
励
ん
だ
。

　
一
八
三
三
隼
再
び
タ
ル
ボ
ツ
ト
郡
に
連
れ
も
ど
さ
れ
、
ト
マ

　
　
ス
．
オ
ー
ル
ド
の
奴
隷
と
な
り
、
野
良
働
き
に
従
事
。

　
　
す
で
に
奴
隷
制
度
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
た
め
、
そ
の
危
険

な
根
性
を
た
た
き
な
お
す
よ
う
、
翌
年
の
一
八
三
四
年
、
職

業
的
な
奴
隷
仕
込
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ウ
ヴ
ィ
ー
の
も
と
に

働
き
に
だ
さ
れ
た
。

あ
い
つ
ぐ
コ
ウ
ブ
ィ
ー
の
残
虐
な
仕
打
ち
に
つ
い
に
腕
ず
く

で
反
抗
、
反
対
に
か
れ
を
打
負
か
す
挙
に
で
た
が
、
こ
の
無

謀
な
行
為
が
幸
い
に
も
か
れ
を
死
に
遣
い
や
る
か
わ
り
に

1
じ
っ
さ
い
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
奴
隷
制
度
の
も
と
で

は
死
を
意
味
し
た
－
ダ
グ
ラ
ス
に
「
人
間
」
を
自
覚
さ
せ

た
。
「
私
は
、
も
は
や
奴
隷
根
性
の
億
病
者
で
は
な
い
。
私

は
、
死
を
お
そ
れ
な
い
。
こ
の
精
神
が
、
た
と
え
身
は
い
ま
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だ
奴
隷
で
あ
っ
て
も
、
真
実
、
私
を
自
由
な
人
間
に
し
た
の

だ
。
L

一
八
一
一
一
八
隼
　
一
八
三
六
年
の
逃
亡
計
画
に
失
敗
し
た
の
ち
、

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ト
マ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
造
船
所
で
働
き

な
が
ら
自
由
黒
人
の
集
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
が
、
こ
の

年
つ
い
に
北
へ
の
逃
亡
に
成
功
（
九
月
三
日
）
。
途
中
、
ニ

　
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
と
か
ら
や
っ
て
き
た
自
由
黒
人
ア
ン
ナ
．

　
マ
レ
イ
と
落
ち
あ
い
結
婚
（
九
月
十
五
日
）
、
や
が
て
ニ
ュ

　
ー
ペ
ツ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
落
着
く
（
九
月
十
八
日
）
。

逃
亡
奴
隷
と
し
て
新
し
い
生
活
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
、

名
前
を
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
と
改
め
た
。
ま
も

な
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
イ
ド
・
ガ
リ
ソ
ン
の
『
解
放
者
』

ト
き
“
§
ミ
の
熱
心
な
購
読
者
と
な
る
。

一
八
三
九
年
　
自
由
黒
人
の
ア
フ
リ
カ
送
遺
に
反
対
す
る
ニ
ュ

　
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
黒
人
集
会
で
は
じ
め
て
演
説
（
三
月

十
二
日
）
。

長
女
口
ぜ
ヅ
タ
誕
生
（
六
月
二
十
四
目
）
。

　
ガ
リ
ソ
ン
、
ウ
呈
ン
デ
ル
・
フ
ィ
リ
ヅ
プ
ス
な
ど
の
著
名
な

奴
隷
制
廃
止
論
者
の
演
説
を
き
き
、
深
い
感
銘
を
う
け
る
。

　
と
く
に
ガ
リ
ソ
ン
の
演
説
は
、
か
れ
の
魂
を
「
火
の
よ
う
に

燃
え
あ
が
ら
せ
た
。
」

一
八
四
〇
年
　
長
男
ル
イ
ス
・
H
誕
生
（
十
月
九
日
）
。

一
八
四
一
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ナ
ン
タ
ケ
ヅ
ト
で
開
か

れ
た
奴
隷
制
反
対
集
会
で
、
奴
隷
と
し
て
の
自
己
の
体
験
に

つ
い
て
話
す
よ
う
も
と
め
ら
れ
演
説
、
大
都
分
が
白
人
だ
っ

た
聴
衆
に
大
き
な
感
動
を
あ
た
え
た
（
八
月
十
一
日
～
十
二

日
に
三
回
演
説
）
。
「
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
・
ス
ビ
ー
チ
」
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
の
演
説
に
よ
り
、
以
後
、
職
業
的
な
奴
隷
制
廃

止
運
動
家
の
遣
に
ふ
み
こ
む
。

一
八
四
一
一
年
次
男
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
誕
生
（
三
月
三
日
）
。

一
八
四
四
年
　
三
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
R
誕
生
（
十
月
二
十
一
日
）
。

一
八
四
五
年
　
最
初
の
自
伝
『
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
の

奴
隷
生
活
体
験
記
』
≧
ミ
§
ぎ
軸
呉
§
軸
卜
害
県
専
ミ
軸
き
“

b
o
奏
“
婁
ク
§
』
§
ぎ
o
§
9
§
雨
を
公
刊
。

そ
の
後
、
八
月
十
六
日
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
向
か
っ
て
出
発
。

　
一
八
四
七
年
四
月
二
十
日
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
各

地
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
志
た
ち
と
と
も
に
奴
隷
制
廃
止
運
動

を
は
じ
め
禁
酒
運
動
そ
の
他
の
改
革
運
動
で
活
躍
。
こ
の
間

　
に
か
れ
ら
の
資
金
援
功
を
え
て
、
一
八
四
六
年
十
二
月
十
二

4
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日
に
一
五
〇
ポ
ン
ド
．
（
約
七
一
〇
ド
ル
）
で
「
自
由
」
を
購

入
、
か
つ
て
の
逃
亡
奴
隷
は
正
式
に
自
由
黒
人
に
な
っ
た
。

一
八
四
七
年
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、
ガ
ソ
リ

　
ン
主
義
者
の
反
対
を
お
し
て
『
北
極
星
』
（
一
八
四
七
～
五

　
一
年
）
≧
ミ
§
9
ミ
ー
こ
れ
は
一
八
五
一
年
六
月
に
ゲ
リ

　
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
の
『
リ
バ
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ぺ
ー
バ

　
ー
』
ト
き
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
意
ミ
と
合
し
て
『
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・

ダ
グ
ヲ
ス
・
ぺ
ー
パ
ー
』
（
一
八
五
一
～
六
〇
年
）
ミ
ミ
ぎ
享

b
o
秦
ぎ
坊
、
、
魯
ミ
と
改
称
ー
を
発
刊
（
創
刊
号
は
十
二

月
三
日
）
。

　
こ
の
た
め
ガ
リ
ソ
ン
の
強
い
不
興
を
か
い
、
以
後
ダ
グ
ラ
ス

と
ガ
リ
ソ
ン
と
は
奴
隷
制
廃
止
論
者
と
し
て
異
っ
た
道
を
歩

む
こ
と
に
な
る
。

一
八
四
八
年
　
は
じ
め
て
ジ
目
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
会
う
（
二
月

　
一
日
）
。
ま
た
、
セ
ネ
カ
フ
ォ
ー
ル
ズ
で
開
か
れ
た
婦
人
平

等
権
獲
得
集
会
（
七
月
十
九
～
二
十
日
）
で
、
た
だ
ひ
と
り

の
有
力
な
男
性
弁
士
と
し
て
演
説
し
、
女
性
解
放
運
動
に
お

い
て
も
大
き
な
役
割
を
は
た
す
。

一
八
四
九
年
　
次
女
ア
ニ
ー
誕
生
（
三
月
二
十
二
日
）
。

一
八
五
一
年
ガ
リ
ソ
ン
と
の
完
全
な
訣
別
、
ま
す
ま
す
政
治

　
行
動
の
重
視
に
傾
く
。

　
同
時
に
、
こ
の
頃
「
地
下
鉄
道
」
の
「
駅
長
」
と
し
て
多
く

　
の
奴
隷
を
、
よ
り
安
全
な
北
部
の
自
由
州
や
カ
ナ
ダ
ヘ
逃
亡

　
さ
せ
た
。

一
八
五
二
年
大
統
領
選
挙
で
自
由
党
を
支
持
し
、
ビ
ヅ
ツ
バ

　
ー
グ
大
会
に
出
席
（
八
月
）
。

一
八
五
五
年
　
二
度
目
の
自
伝
『
奴
隷
と
し
て
、
自
由
人
と
し

　
て
』
』
ξ
ま
ミ
素
雨
§
軋
ξ
ミ
ミ
き
§
を
出
版
。

一
八
五
八
年
　
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ン
ス
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
（
一

八
五
八
～
六
三
年
）
b
o
棄
ぎ
竃
、
ミ
§
き
膏
ミ
奈
§
札
§
を

発
刊
。

　
こ
の
年
、
す
で
に
ハ
ー
バ
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
襲
撃
の
想
を
ね
っ

て
い
た
ジ
冒
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
、
三
週
間
に
わ
た
っ
て
自
宅

で
接
待
（
二
月
）
。
ダ
グ
ラ
ス
が
最
後
に
ブ
ラ
ウ
ン
に
会
っ

た
の
は
、
襲
撃
直
前
の
翌
年
の
八
月
二
十
日
、
ベ
ン
シ
ル
ヴ

　
ェ
ニ
ア
州
チ
ェ
ン
パ
ー
ス
バ
ー
グ
の
石
切
揚
に
お
い
て
で
あ

る
〇一

八
五
九
年
　
ジ
冒
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
へ
の
連
座
の
危
険
を

さ
け
る
た
め
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
逃
亡
（
十
月
十
七

日
）
、
カ
ナ
ダ
を
経
て
再
度
イ
ギ
リ
ス
ヘ
。
翌
年
の
五
月
、
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末
娘
ア
ニ
ー
の
死
に
よ
り
帰
国
。

一
八
六
一
一
一
年
前
後
　
南
北
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
た
だ
ち
に
こ

の
戦
争
を
奴
隷
解
放
戦
争
と
み
、
奴
隷
制
度
の
打
倒
に
全
精

力
を
傾
け
て
き
た
が
、
奴
隷
解
放
宣
言
の
公
布
後
は
と
く
に

黒
人
の
軍
隊
参
加
と
軍
隊
内
の
差
別
撤
廃
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
、
リ
ン
カ
ン
大
統
領
と
も
会
見
し
た
（
六
三
年
七
月

お
よ
び
六
四
年
八
月
）
。

一
八
末
五
年
以
後
　
戦
後
は
、
奴
隷
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
た
黒

人
の
諸
権
利
拡
張
に
つ
と
め
、
黒
人
代
表
団
を
ひ
き
い
て
ジ

　
目
ン
ソ
ン
大
統
領
と
会
見
（
六
六
年
二
月
）
、
と
く
に
黒
人

参
政
権
の
実
現
を
強
く
要
求
し
た
。

そ
の
後
、
一
八
七
二
年
に
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
自
宅
焼
失
を
機

に
ワ
シ
ン
ト
ン
D
・
C
に
移
っ
て
か
ら
死
に
い
た
る
ま
で
の

ダ
グ
ラ
ス
の
生
活
は
、
黒
人
の
地
位
向
上
に
献
身
と
い
う
一

語
に
要
約
で
き
る
が
、
そ
の
た
め
の
て
だ
て
と
し
て
、
た
と

え
ぱ
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
式
都
官
（
一
八
七
七
年
三
月
に

　
ヘ
イ
ズ
大
統
領
に
よ
り
任
命
）
や
ハ
イ
チ
共
和
国
の
領
事

（
一
八
八
九
年
七
月
に
ハ
リ
ソ
ン
大
統
領
に
よ
り
任
命
）
を

　
つ
と
め
る
な
ど
、
こ
の
偉
大
な
人
物
に
は
不
相
応
な
官
職
に

も
つ
い
た
。

　
一
八
八
二
年
に
妻
の
ア
ン
ナ
死
亡
、
一
八
八
四
年
に
ヘ
レ

ン
・
ビ
ヅ
ツ
と
再
婚
。

　
一
八
八
一
年
に
最
後
の
自
伝
『
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ヲ
ス

の
生
涯
と
時
代
』
卜
意
§
軋
ヨ
§
雷
g
ミ
芝
ぎ
慕
b
§
曳
s
竃

を
出
版
、
死
の
三
年
前
の
一
八
九
二
年
に
は
そ
れ
を
増
補
改

訂
し
た
。
三
回
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
か
れ
の
自
伝
は
、
わ

が
国
で
は
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
価
値

を
も
つ
。

一
八
九
五
年
　
二
月
二
十
日
没
。
そ
の
日
の
夕
方
、
婦
人
平
等

権
獲
得
集
会
で
の
講
演
を
お
え
て
シ
ダ
ー
ヒ
ル
の
自
宅
に
帰

　
っ
て
き
て
ま
も
な
く
、
突
如
、
心
臓
発
作
に
お
そ
わ
れ
、
そ

の
ま
ま
息
を
ひ
き
と
っ
た
。
享
年
七
十
七
歳
。

遺
体
は
、
数
日
、
自
宅
に
安
置
さ
れ
た
あ
と
、
二
十
五
日
、

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
エ
ビ
ス

　
コ
バ
ル
教
会
で
盛
大
な
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
ワ

　
シ
ン
ト
ン
の
黒
人
学
校
は
、
い
っ
せ
い
に
門
を
閉
ざ
し
、
休

校
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弔
意
を
表
し
た
。
葬
儀
が
お
わ
る
と
、

遺
体
は
妻
ヘ
レ
ン
と
子
ど
も
た
ち
の
手
で
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
に

運
ぱ
れ
た
。
い
ま
も
、
か
れ
は
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
マ
ウ
ン
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ト
・
ホ
ー
プ
墓
地
で
静
か
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
一
八
九
五
年
と
い
う
年
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
上
、

象
徴
的
な
年
で
あ
っ
た
。
ダ
グ
ヲ
ス
の
死
の
七
ヵ
月
後
（
九
月
十

八
日
）
に
、
ブ
ッ
カ
ー
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
ア
ト
ラ
ン
タ
で
、

あ
の
有
名
な
「
妥
協
演
説
」
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
W
・
E
・

B
・
デ
ュ
ボ
ィ
ス
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
史
学
科
で
、
黒
人
と

し
て
最
初
の
博
士
号
を
取
得
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
以
下
の
年
譜
に
お
い
て
、
出
典
は
い
っ
さ
い
省
略
し
た
が
、
第

　
　
四
節
で
の
べ
る
－
o
巨
自
老
。
団
－
富
色
目
o
q
昌
自
p
　
4
声
“
旨
嘗
一
　
－
；
旨

　
営
品
阻
畠
し
∪
山
o
区
昌
「
勺
『
o
県
o
日
な
ど
の
最
新
の
諸
研
究
を
も

　
参
照
し
て
、
私
な
り
に
作
成
し
た
。

三

　
ダ
グ
ラ
ス
に
た
い
す
る
歴
史
的
評
価
の
実
証
的
検
討
は
、
か
れ

の
死
後
、
約
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
無
視
と
埋
没
の
の
ち
、
第
二
次
世

界
大
戦
直
後
の
現
代
黒
人
解
放
運
動
の
胎
動
期
に
、
そ
の
理
論
戦

線
の
一
翼
と
し
て
開
始
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
研
究
の
活
発
化

の
な
か
で
、
歴
史
研
究
の
分
野
・
に
登
場
し
た
。

　
一
般
的
な
通
史
と
し
て
は
、
す
で
に
確
固
た
る
定
評
が
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

ジ
目
ン
．
ホ
ー
フ
．
フ
ヲ
ン
ク
リ
ン
の
『
奴
隷
制
か
ら
自
由
へ
』

の
初
版
が
一
九
四
七
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
の
一
九
四

八
年
に
、
多
年
に
わ
た
る
ダ
グ
ラ
ス
研
究
の
実
証
的
成
果
の
集
大

成
と
し
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
、
ミ
ン
・
ク
オ
ル
ズ
が
は
じ
め
て
本
格
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
・
o
〕

研
究
書
『
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
』
を
世
に
問
う
た
。
つ
づ

い
て
一
九
五
〇
年
に
は
、
各
巻
に
詳
細
な
伝
記
的
解
説
を
付
し
た
、

フ
ィ
リ
ヅ
プ
・
S
・
フ
ォ
ー
ナ
ー
編
纂
の
ダ
グ
ラ
ス
史
料
集
『
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
の
生
涯
と
著
作
築
』
（
全
五
巻
）
の
最

初
の
二
巻
が
公
刊
さ
れ
た
。
（
各
巻
に
添
え
ら
れ
た
伝
記
的
解
説

は
、
の
ち
に
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
一
九
六
四
年
に
フ
ォ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

の
ダ
グ
ラ
ス
伝
『
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
』
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
）

　
さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
の
一
九
五
一
年
に
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ア
プ

シ
カ
ー
は
「
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
最
初
の
三
〇
〇
年
の
歴
史
の
真
髄

を
黒
人
み
ず
か
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
し
め
す
」
意
図
の
も
と
に
、

黒
人
の
み
の
史
料
か
ら
な
る
『
史
料
・
合
衆
国
に
お
け
る
黒
人

＾
9
〕

史
』
（
全
三
巻
）
の
第
一
巻
を
刊
行
し
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一

九
五
四
年
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
Z
・
フ
ォ
ス
タ
ー
が
、
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

ス
主
義
の
立
場
か
ら
通
史
『
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
黒
人
人
民
』

を
公
に
し
た
。
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そ
し
て
、
こ
の
年
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
「
ブ
ラ
ウ
ン
対
教

育
委
員
会
」
判
決
に
お
い
て
、
公
立
挙
校
で
の
黒
人
と
白
人
の
隔

離
を
違
憲
と
し
た
歴
史
的
裁
定
を
く
だ
し
（
五
月
十
七
日
）
、
つ
づ

い
て
翌
年
の
一
九
五
五
年
末
か
ら
五
六
年
末
に
か
け
て
、
マ
ー
テ

ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
ポ
キ
ン
グ
牧
師
に
率
い
ら
れ
た
ア
ラ
バ
マ
州
モ

ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
で
の
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
成
功
裡
に
進
展

し
て
、
現
代
黒
人
解
放
運
動
は
胎
動
期
か
ら
始
動
期
に
移
行
し
、

こ
こ
に
公
民
権
闘
争
の
幕
が
き
っ
て
お
と
さ
れ
た
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
奴
隷
制
魔
止
運
動
な
ら
ぴ
に
十
九

世
紀
の
黒
人
公
民
権
闘
争
の
代
表
的
戦
士
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ

ラ
ス
が
、
新
界
の
注
目
を
あ
つ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
じ
じ
つ
、

右
に
あ
げ
た
諸
著
作
に
お
い
て
は
、
従
来
の
1
そ
し
て
現
在
に

お
い
て
さ
え
1
多
く
の
「
公
平
な
」
ア
メ
リ
カ
史
の
テ
キ
ス

ト
・
ブ
ヅ
ク
が
、
ほ
と
ん
ど
ダ
グ
ラ
ス
を
無
視
な
い
し
は
軽
視
し

て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
フ
ォ
ー
ナ
ー
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ぱ
、

「
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
や
リ
ン
カ
ン
と
並
ぴ
お
。
か
れ
て
然
る
ぺ
き
」
正

当
な
位
置
に
、
著
者
た
ち
は
か
れ
を
据
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

ダ
グ
ラ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
の
再
発
見
と
ア
メ
リ
カ
人

と
し
て
の
黒
人
の
自
己
確
認
の
た
め
の
た
た
か
い
の
な
か
で
、
そ

の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
の
ダ
グ
ヲ
ス
顕
彰
の
ひ
と
つ
の
頂
点
は
、
一

九
六
〇
年
代
に
お
け
る
公
民
権
闘
争
の
最
高
揚
期
に
、
か
れ
の
記

念
切
手
発
行
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
記
念
切
手

を
発
行
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
客
観
的
な
理
由
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ダ
グ
ラ
ス
生
誕
一
五
〇
年
は
、
ま
さ
に
絶
好
の
機
会
で

あ
っ
た
。

　
ダ
グ
ラ
ス
に
ゆ
か
り
の
地
、
『
北
極
星
』
発
祥
の
場
所
と
な
っ

た
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
を
基
盤
に
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
7
ラ

ン
ク
・
ホ
ー
ト
ン
下
院
議
員
に
よ
っ
て
、
あ
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大

行
進
」
と
同
じ
一
九
六
三
年
八
月
に
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
ダ

グ
ラ
ス
記
念
切
手
発
行
の
議
案
は
、
一
九
六
七
年
二
月
十
四
日
、

同
日
付
の
発
行
初
日
の
消
印
の
あ
と
も
鮮
か
に
、
壮
年
期
の
ダ
グ

ラ
ス
の
横
顔
を
描
い
た
二
十
五
セ
ン
ト
切
手
と
し
て
実
現
し
た

　
　
　
　
　
＾
n
）
　
　
．

（
別
掲
の
縮
小
図
）
。

　
こ
の
生
誕
一
五
〇
年
切
手
－
い
ま
も
含
衆
国
各
地
の
轟
便
局

で
売
ら
れ
て
い
る
－
の
発
行
に
よ
っ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
年

月
は
一
八
一
七
年
二
月
、
そ
し
て
生
ま
れ
た
日
ま
で
が
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

と
確
定
さ
れ
た
か
に
み
え
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
、
臣
㎝
o
〇
一
算
｛
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

｛
o
H
“
｝
①
ω
↓
自
ρ
｝
o
｛
＞
守
o
－
＞
昌
o
ユ
o
串
■
■
饒
①
曽
自
o
■
｝
g
昌
＜
が

「
黒
人
史
週
間
」
に
さ
い
し
て
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
用
の
顔
写
真
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に
も
、
か
れ
の
生
ま
れ
は
一
八
一
七
年
二
月
十
四
日
と
印
刷
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
間
の
経
緯
を
研
究
史
に
て
ら
し
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

こ
の
時
期
ま
で
に
ダ
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
は
、
か
れ

の
存
命
中
に
刊
行
さ
れ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
M
・
ホ
ラ
ン
ド
や
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
）

エ
イ
ム
ズ
・
M
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
ダ
グ
ラ
ス
伝
、
か
れ
の
死

後
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
W
・
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
目
ン
・
W
・
ト
ム
プ
ソ
ン
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
ブ
ヅ
カ
ー
・
T
・
ワ
シ
ン
ト

冊ST 0＾Y　OF lSSUE

　
　
　
　
　
＾
帖
）

ン
の
ダ
グ
ラ
ス
伝
を
は
じ
め
と
し
、

そ
の
後
長
い
あ
い
だ
の
空
白
を
経

て
、
シ
ャ
ー
リ
ー
・
グ
レ
ハ
ム
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
読
み
も
の
ふ
う

　
　
　
　
＾
帖
）

の
ダ
グ
ラ
ス
伝
、
さ
ら
に
す
で
に

ふ
れ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ク
オ
ル

ズ
、
フ
ィ
リ
ヅ
プ
・
S
・
フ
ォ
ー

ナ
ー
の
研
究
書
に
い
た
る
ま
で
、

ま
た
一
九
七
〇
年
代
に
は
い
っ
て

書
か
れ
た
ア
ー
ナ
・
ボ
ン
タ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

啓
蒙
的
な
ダ
グ
ラ
ス
伝
に
お
い
て

も
、
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
に
か
ん
す
る
叙
述
は
、
す
ぺ
て
ダ
グ
ラ
ス

自
身
が
自
伝
の
な
か
で
の
ぺ
て
い
る
こ
と
に
、
適
宜
、
依
拠
し
て

い
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
ク
オ
ル
ズ
ー
ー
フ
ォ
ー
ナ
ー
段
階
に
お
い

て
さ
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
依
拠
で
き
る
そ
れ
以
外
の
史
料
が

な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

　
し
た
が
っ
て
、
歴
史
家
と
し
て
あ
く
ま
で
も
実
証
を
重
ん
じ
る

ク
オ
ル
ズ
は
、
さ
き
の
書
物
の
第
一
章
の
見
出
し
と
本
文
と
の
あ

い
だ
に
、
「
読
者
は
、
私
が
私
の
家
族
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
こ

と
を
期
待
し
て
は
い
け
な
い
。
奴
隷
の
あ
い
だ
で
は
家
系
樹
（
系

図
）
は
育
た
な
い
」
と
い
う
ダ
グ
ラ
ス
自
身
の
言
葉
を
小
活
字
で

挿
入
し
て
、
か
れ
の
生
ま
れ
を
「
一
八
一
七
年
の
あ
る
月
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

本
文
を
書
き
だ
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
フ

ォ
ー
ナ
ー
の
場
合
も
、
ク
オ
ル
ズ
の
手
法
に
準
じ
て
い
る
。
フ
ォ

ー
ナ
ー
は
、
か
つ
て
ダ
グ
ラ
ス
が
、
い
つ
生
ま
れ
た
か
を
質
問
さ

れ
た
と
き
、
か
れ
が
答
え
た
返
事
、
す
な
わ
ち
、
「
私
に
は
（
そ

の
質
問
に
）
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
自
分
の
年
齢
を
知

ら
な
い
。
奴
隷
に
家
族
の
記
録
は
な
い
」
と
い
う
ダ
グ
ラ
ス
自
身

の
言
葉
を
も
っ
て
、
第
一
章
の
書
き
だ
し
の
筆
を
お
こ
し
、
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

の
生
ま
れ
を
「
一
八
一
七
年
二
月
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
無
視
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
ダ
グ
ラ
ス
を
記
載
し
た
、
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こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
各
種
の
辞
（
事
）
典
、
黒
人
年
鑑
や
ガ

ィ
ド
ブ
ヅ
ク
な
ど
に
お
い
て
も
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
や
は
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

れ
の
生
ま
れ
は
す
べ
て
一
八
一
七
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
魔
史
研
究
に
お
け
る
こ
う
し
た
状
況
は
、
当
然
、
ダ
グ
ラ
ス
顕

彰
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
み
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
チ
ェ
ス

タ
ー
1
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
．
パ
ー
ク
や
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
モ
ー
ガ
ン
州

立
大
挙
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
建
て
ら
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
像
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
ハ
ワ
ー
ド
大
学
内
に
あ
る
か
れ
の
名
を
冠
し
た
メ
モ
リ
ア
ル

・
ホ
ー
ル
、
ま
た
同
じ
ワ
シ
ン
ト
ン
の
か
つ
て
の
ダ
グ
ラ
ス
の
住

い
を
保
存
し
た
二
つ
の
ダ
グ
ラ
ス
記
念
館
等
々
…
：
・
で
目
に
す
る

か
れ
の
生
没
年
は
、
い
ず
れ
も
一
八
一
七
～
一
八
九
五
年
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
生
ま
れ
た
日
は
と
も
か
く
、
出
生
年
月
に
か
ん
し

て
は
、
客
観
的
な
史
料
を
欠
い
た
ま
ま
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
の
推
定

に
よ
る
「
一
八
一
七
年
二
月
」
が
、
ひ
ろ
く
定
着
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
が
最
近
ま
で
の
実
状
で
あ
る
。

　
（
5
）
－
o
巨
串
o
鶉
岸
彗
彗
p
専
o
§
臼
§
雨
ミ
ざ
、
ミ
雨
き
葦

　
　
昌
ミ
這
o
ミ
呉
k
§
ミ
ざ
§
≧
翁
、
o
章
岩
ミ
．
本
醤
は
そ
の
後
、

　
　
度
々
、
増
補
改
訂
さ
れ
て
第
二
版
が
一
九
五
六
年
、
第
三
版
が
一
九

　
　
六
七
年
、
第
四
版
が
一
九
七
四
年
、
そ
し
て
第
五
版
が
一
九
八
O
年

　
　
に
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
三
版

　
　
か
ら
は
副
題
が
』
隻
冬
ぐ
呉
き
伽
；
』
ミ
ミ
o
§
・
と
改
め
ら

　
れ
た
。

　
　
ま
た
、
本
警
の
圓
本
語
版
、
井
出
義
光
・
木
内
信
敬
・
猿
谷
要
・

　
中
川
文
雄
訳
『
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
－
奴
隷
か
ら
自
由
へ
』

　
（
研
究
社
、
一
九
七
八
年
）
は
、
第
四
版
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
。

（
6
）
　
民
雪
盲
ヨ
ヲ
わ
冒
ユ
葺
、
ミ
軋
ミ
“
§
b
o
棄
ぎ
多
H
渠
o
o
．
本
書

　
の
も
と
は
、
か
れ
の
博
士
論
文
で
あ
る
。

（
7
）
雲
一
ξ
ω
．
5
；
‘
＆
1
一
§
雨
卜
害
§
軋
ミ
・
§
蓼
9

　
、
ミ
き
ミ
暮
b
o
泰
ぎ
竃
一
＜
o
－
ゲ
＜
o
－
．
N
一
岩
㎞
ε
＜
0
F
ω
一
H
3
ジ

　
＜
o
－
．
十
岩
旨
一
く
o
－
．
“
岩
ご
。
第
一
巻
を
入
取
し
て
ま
も
な
く
、

　
私
は
紹
介
の
一
文
を
書
い
た
。
拙
稿
「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス

　
の
生
涯
と
著
作
集
に
よ
せ
て
」
（
『
経
済
研
究
』
第
四
巻
第
四
号
、
一

　
九
五
三
年
）
。

　
　
フ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
ま
た
右
の
著
作
集
と
は
別
に
、
ダ
グ
ラ
ス
の
婦

　
人
権
問
題
に
か
ん
す
る
も
の
だ
け
を
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
し
て
い

　
る
o
句
o
目
g
－
o
o
j
、
ミ
軋
ミ
㌻
討
b
o
奏
、
婁
｝
o
ミ
ミ
o
§
ミ
｝
、
｝
亀
蒔
ミ
♂

　
－
0
N
ひ
．

（
8
）
雲
目
号
ω
．
司
昌
8
、
ミ
軋
ミ
婁
b
§
曳
婁
㎞
し
ξ
十

（
9
）
｝
9
幕
ユ
＞
黒
ざ
ぎ
’
」
b
S
§
§
ざ
ミ
隻
§
ミ
呉
§
雨

　
≧
翁
、
O
、
雨
S
ぎ
｝
S
§
雨
　
q
S
ミ
舳
軋
い
“
ミ
S
一
H
O
㎞
ご
く
9
一
ド
ー
O
N
ω
一

　
＜
〇
一
．
ぎ
－
0
N
午

（
1
0
）
　
峯
一
旨
嘗
目
N
．
句
畠
ざ
’
H
ぎ
ミ
翁
§
～
§
意
恥
ぎ
』
§
ミ
｝
§
S

　
ミ
蔓
o
ミ
ニ
漂
壮
・
本
書
の
日
本
語
版
は
、
貫
名
美
隆
訳
『
黒
人
の
歴

　
史
－
ア
メ
リ
カ
の
史
の
な
か
の
ニ
グ
ロ
人
民
』
（
大
月
普
店
、
　
一

　
九
七
〇
年
）
。

10
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（
u
）
　
．
．
－
蜆
〇
一
巨
　
　
＞
目
目
－
く
0
H
m
顯
H
｝
　
o
｛
　
昂
庁
“
｝
｛
寧
｝
　
o
－
　
弓
H
0
｛
0
H
｛
o
庁

　
H
）
o
自
o
q
－
里
岨
蜆
、
　
－
昌
　
o
o
ミ
恥
、
軸
｝
｝
｝
o
ミ
s
“
　
寓
雨
o
o
、
＆
　
（
勺
H
o
o
o
o
｛
－
目
o
q
蜆
　
里
目
｛

　
】
〕
色
〕
嘗
“
o
蜆
o
｛
↓
－
o
o
o
“
｝
o
o
目
o
官
『
o
岨
p
　
句
マ
岨
“
ω
o
蜆
巴
o
目
．
）

（
1
2
）
　
生
ま
れ
た
日
に
か
ん
し
て
は
、
確
た
る
証
拠
は
な
に
も
な
い
。

　
　
一
九
七
五
年
に
私
が
は
じ
め
て
ク
オ
ル
ズ
教
授
に
会
っ
た
と
き
、
そ

　
の
と
き
と
ら
せ
て
も
ら
っ
た
録
音
テ
ー
プ
の
な
か
で
、
こ
の
点
に
か

　
ん
し
、
か
れ
は
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
U
o
自
o
目
5
器
　
o
昌
々
　
墨
；

　
一
－
閨
叶
｝
o
奉
凹
蜆
一
〕
o
『
昌
o
■
く
巴
o
昌
立
目
①
、
岨
U
葭
｝
σ
o
o
凹
目
審
す
o
o
邑

　
目
o
“
片
目
o
考
峯
巨
印
↓
o
顯
｝
ケ
o
　
事
串
餉
一
〕
o
H
目
　
o
自
．
｝
o
o
｛
匹
■
o
“
o
く
o
目

　
斥
目
o
幸
　
孝
ヴ
β
“
　
｝
o
聾
H
－
Φ
　
ミ
串
ω
　
σ
o
H
■
　
－
目
－
　
両
－
蜆
　
H
昌
〇
一
プ
0
H
　
o
－
o
o

　
峯
チ
＾
W
目
プ
O
　
毛
P
ω
　
く
O
H
｝
く
O
竈
目
餉
賞
目
｛
　
一
7
0
　
0
目
－
｝
　
片
｝
山
目
O
百
　
｝
O
　
『
O
－

　
≡
o
冒
一
旨
冨
｛
嘗
げ
o
巨
巨
蜆
冒
o
庄
宰
幸
麸
艘
象
讐
o
＝
里
μ
冨
中
o
目
o
ρ

　
ざ
巨
昌
閏
蜆
｝
o
『
．
．
く
巴
o
目
吐
目
o
＝
一
閏
目
p
σ
o
o
彗
］
器
蜆
｝
o
冨
甫
o
『
『
o
｛
｛
o

　
ワ
ー
員
F
印
m
－
o
H
、
＜
雪
－
o
目
寸
自
o
＝
一
匡
o
嘗
ユ
〕
弍
『
串
ユ
ー
｝
叶
o
o
片
＜
葭
－
o
目
饒
■
o
．
m

　
】
〕
嘗
さ
句
o
σ
コ
』
嘗
『
｝
H
阜
↓
o
げ
o
－
尉
巨
斗
｝
旦
臼
｝
。
（
つ
い
で
な
が

　
ら
、
教
授
は
、
右
の
引
用
に
お
い
て
、
ダ
グ
ラ
ス
は
自
分
の
出
生
年

　
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
と
の
ぺ
て
い
る
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
一
九
四
八

　
年
の
研
究
書
く
注
（
6
）
v
で
は
、
こ
の
あ
と
す
ぐ
の
ぺ
る
よ
う
に
、

慎
重
な
筆
の
運
ぴ
で
「
一
八
一
七
年
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、

　
こ
れ
ま
た
す
で
に
ふ
れ
た
一
九
六
〇
年
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
の
最
初
の

　
ダ
グ
ラ
ス
自
伝
〈
注
（
1
）
〉
の
な
か
で
、
教
授
が
作
成
し
て
い
る

略
年
譜
で
は
「
一
八
一
七
？
年
」
と
記
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
一
九

　
六
八
年
に
序
昌
ま
o
－
葭
顯
＝
し
；
か
ら
出
版
し
た
著
作
c
；
『
一
華

邑
j
き
、
ミ
恥
ミ
茎
b
ミ
亀
婁
㎞
の
な
か
で
も
、
こ
れ
と
同
じ
略
年
譜

　
　
を
再
録
し
て
い
る
。
）

　
　
　
十
四
日
誕
生
説
が
確
た
る
証
拠
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
く
、
ダ
グ

　
　
ラ
ス
の
母
が
か
れ
を
「
私
の
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
」
と
よ
ん
だ
と
い
う

　
　
か
れ
の
記
憶
に
よ
っ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
が
「
勝
手
に
」
つ
く
り
だ
し
た

　
　
も
の
で
あ
る
と
の
七
年
前
の
ク
オ
ル
ズ
の
談
講
は
、
あ
と
で
の
ぺ
る

　
　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
．
J
．
プ
レ
ス
ト
ン
に
よ
る
最
新
の
ダ
グ
ラ
ス
研
究
書

　
　
〈
注
（
2
3
）
〉
の
な
か
で
の
か
れ
の
叙
述
と
、
基
本
的
に
一
致
し
て
い

　
　
る
。
む
し
ろ
、
プ
レ
ス
ト
ン
は
、
個
人
的
に
ク
オ
ル
ズ
か
ら
示
唆
を

　
　
え
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
か
ん
し
、

　
　
か
れ
は
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
＞
蜆
｛
昌
市
｝
o
o
冨
o
尉
①
o
算
o
g

　
司
＾
W
一
〕
H
自
里
H
｝
　
－
全
O
■
ミ
｝
｝
O
－
｝
尿
｛
串
－
目
－
｝
O
O
－
O
げ
H
纈
｛
O
q
巨
け
一
〕
庁
ヰ
巨
1

　
○
印
さ
↑
巨
嘗
一
幸
嘗
㎝
里
自
里
ユ
〕
ヰ
H
顯
『
－
｝
o
げ
o
叩
o
■
o
嘗
一
9
　
一
〕
嘗
蜆
o
ρ
o
自
H
0
－
｝

　
○
目
ω
O
自
ま
員
5
目
け
　
－
〕
O
自
O
q
－
串
ω
蜆
　
『
O
O
里
昌
O
ρ
　
片
－
雪
↓
　
－
床
　
－
自
O
“
｝
耐
■
　
O
目

　
す
宵
5
黒
ま
m
津
ヰ
o
巨
昌
一
す
固
μ
o
葭
＝
o
ρ
巨
昌
｝
宰
＝
く
巴
o
目
巨
目
o
二

　
印
■
μ
－
串
o
的
－
く
o
目
－
－
目
p
顯
巨
o
凹
H
甘
－
皿
－
顯
弓
o
q
o
官
－
■
o
q
0
H
0
凹
片
o
．
H
（
目
o
ミ
ー
自
o
o

　
旨
Φ
｝
嘗
o
げ
o
H
目
－
■
句
o
σ
H
自
顯
H
㌣
、
　
巨
o
　
｛
o
9
｛
o
ρ
　
津
　
員
「
－
閑
げ
“
　
－
串
く
o

g
彗
嘗
げ
冥
巨
ξ
く
一
睾
．
ω
o
ζ
喝
昌
ま
邑
旨
目
ξ
彗
β

　
序
討
自
o
蜆
片
o
o
o
沖
け
o
オ
o
色
o
σ
『
葭
自
自
岬
o
目
　
ω
け
＜
里
－
o
目
ま
目
o
．
蜆
o
嘗
く
－

　
句
o
げ
H
自
凹
H
｝
　
－
卓
・
　
（
－
）
－
o
片
m
o
目
　
』
．
　
弔
H
0
岨
“
o
目
一
　
く
o
ミ
秦
　
向
、
雨
軋
雨
、
§
証

　
b
o
奏
、
昌
｝
㎞
・
．
、
￥
雨
ミ
富
ミ
“
s
s
軋
　
く
雨
昌
、
㎞
一
H
0
0
o
〇
七
〇
．
ω
阜
．
）

（
1
3
）
　
一
九
一
五
年
に
力
ー
タ
ー
・
G
・
ウ
ッ
ド
ソ
ン
（
一
八
七
五
～

　
　
一
九
五
〇
年
）
に
よ
っ
■
て
創
設
さ
れ
た
、
こ
の
研
究
組
織
に
つ
い
て

　
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
黒
人
生
活
－
歴
史
研
究
会
第
六
一
回
年
次
犬

　
会
に
参
加
し
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
四
四
二
号
、
一
九
七
七
年
）

11



橋論叢 第八十八巻 第一号　（12）

　
　
を
参
照
。

（
皿
）
　
　
句
H
0
o
o
ユ
o
岸
峯
嘗
｝
H
｛
o
昌
ρ
目
ρ
i
』
り
、
砧
軋
砧
、
｝
o
｝
－
）
o
s
恥
“
s
｝
｝
．
．
o
o
｝
o
、
雨
軋

　
〔
〕
、
畠
｝
o
，
i
　
－
o
o
o
－
■

　
　
　
－
曽
目
－
o
叩
　
－
肖
－
　
o
H
o
o
司
o
H
｝
－
　
、
、
雨
～
雨
、
軋
o
｝
　
』
）
o
奏
｝
畠
｝
｝
．
．
　
“
き
軸
　
▲
o
，
s
，
o
さ

　
－
o
o
o
ω
．

（
∬
）
　
O
け
…
胃
庁
㎝
老
串
O
ρ
o
－
O
巨
o
眈
■
一
津
サ
、
ミ
軋
軸
ミ
o
沖
b
o
ミ
軸
－
S
｝
吻
、
H
0
0
岨
岨
．

　
　
　
言
巨
≠
’
畠
o
目
忌
昌
一
』
ミ
』
ミ
き
§
ぎ
§
急
o
ミ
呉
§

　
b
o
泰
｝
宮
｝
坊
　
ミ
o
s
ミ
s
－
舳
ミ
“
　
H
o
o
u
l

　
　
　
団
o
o
斥
o
『
　
］
「
．
　
≦
四
岨
｝
山
自
o
q
片
o
自
－
　
、
、
雨
軋
雨
、
軋
o
ホ
　
H
〕
o
ミ
味
－
s
餉
｝
i
－
o
o
N
．

　
本
書
は
』
§
ミ
㌻
§
Q
室
助
望
o
簑
ミ
“
、
双
書
の
一
冊
で
あ
る

　
　
が
、
さ
い
し
上
、
デ
．
一
ボ
イ
ス
に
よ
る
執
筆
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の

　
　
を
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
自
分
が
書
く
と
言
い
だ
し
た
。
（
そ
の
結
果
、

　
　
デ
ュ
ボ
ィ
ス
は
ダ
グ
ラ
ス
伝
で
は
な
く
、
ジ
冒
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
伝
を

　
書
い
た
。
）
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
こ
れ
を
主
と
し
て
S
・
レ
イ

　
　
ン
グ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
代
筆
さ
せ
、
そ
れ
に
自
分
が
修
正
加
筆
し

　
　
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ワ

　
　
シ
ン
ト
ン
派
の
ダ
グ
ラ
ス
伝
で
あ
る
竈

（
〃
皿
）
　
　
ω
巨
H
－
o
｝
　
Ω
H
夢
嘗
目
～
　
H
“
軸
、
軸
　
ミ
畠
餉
　
o
s
o
雨
　
s
　
吻
“
s
竈
雨
、
　
－
①
阜
N
■

（
〃
）
　
　
＞
H
目
固
　
国
o
目
一
〇
目
－
o
蜆
i
　
、
、
砧
軸
　
』
｝
H
，
s
吻
、
、
“
“
雨
卜
害
｛
、
、
、
㎞
“
軸
、
｝
o
討

　
b
o
奏
｝
s
－
｝
i
　
－
o
“
－
．

（
㎎
）
　
　
c
冒
寧
H
－
o
p
　
、
、
雨
～
砧
、
軋
o
討
　
ト
〕
o
秦
－
s
o
o
、
　
－
o
企
o
o
“
　
＞
↓
｝
Φ
目
o
自
目
－
　
o
饒
－
－

　
一
－
o
目
－
　
一
〇
α
o
o
－
　
勺
－
　
－
．

（
”
）
　
　
句
o
冒
o
■
　
、
、
雨
軋
軸
、
札
o
申
　
H
〕
o
秦
、
s
㎞
防
、
　
－
o
ひ
企
1
　
o
’
　
－
餉
．

（
2
0
）
　
以
下
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
で
、
私
が
無
作
為
に
あ
た
っ
た
も
の

だ
け
を
列
挙
す
る
（
a
は
数
冊
か
ら
な
る
も
の
・
b
は
一
冊
も
の
・

C
は
一
冊
も
の
の
黒
人
年
鑑
や
ガ
イ
ド
ブ
ソ
ク
類
）
。

　
　
曽
一
　
ト
…
ミ
ミ
o
｝
o
，
s
軸
軋
申
邑
坊
、
良
畠
s
悼
o
s
－
、
向
ミ
ミ
o
“
o
、
雨
軋
｝
亀
』
ミ
竃
、
軋
o
昌
s
昌
、
．

匡
里
H
弓
o
H
．
血
　
■
s
o
k
o
，
o
心
畠
岨
＆
｝
亀
　
ρ
、
　
｝
昏
雨
　
q
ミ
“
吋
耐
～
　
吻
、
s
“
㎞
｝
　
串
札
｝
、
o
ミ
■
．

＞
o
］
「
ω
、
　
H
ぎ
o
ま
o
竃
s
ミ
　
o
、
　
㌧
ミ
｝
軸
、
｝
o
s
s
　
　
』
w
｝
余
s
、
冬
ミ
■
一
　
向
ミ
ミ
o
｝
o
l

㌔
邑
雨
軋
軋
昌
　
呉
、
￥
雨
　
い
o
o
札
s
“
　
吻
o
｛
雨
s
o
軸
吻
、
．
　
峯
o
〔
Ψ
H
閏
幸
1
－
｛
－
巨
．
蜆
　
向
s
ミ
o
－
o
－

心
軸
軋
軋
昌
o
、
　
ミ
o
、
“
軋
　
b
甘
o
唄
ミ
￥
、
．

　
σ
．
　
一
「
チ
o
目
－
印
m
　
｝
．
　
－
o
｝
自
蜆
o
自
－
　
］
「
“
雨
　
o
さ
、
“
　
o
o
ミ
直
s
｝
o
ミ
　
、
o

』
§
雨
、
軋
o
宮
s
ミ
軋
｝
“
o
ミ
i
H
o
σ
ひ
－
ミ
軸
｝
h
｝
雨
、
、
蜆
』
ミ
”
雨
、
｛
o
s
ミ
b
札
o
内
、
竈
心
宇
札
亜
｝
i

－
0
N
㎞
…
　
射
舳
o
ブ
嘗
『
ρ
　
吋
－
　
曽
o
H
H
｝
9
　
　
■
ミ
ミ
o
、
冬
雨
匙
｝
s
　
呉
　
』
§
冊
、
｝
o
亀
s

曽
｛
臼
－
o
ミ
ー
b
“
o
帝
S
｝
耐
ミ
ま
｝
s
｝
　
向
軋
軋
ざ
o
S
－
H
o
N
ひ
山
O
ケ
閏
目
－
σ
o
H
．
蜆
島
S
ミ
o
“
o
－

、
畠
亜
乱
｛
や
　
H
o
軌
N
“
U
瞠
く
｝
｛
　
O
1
尉
O
目
o
■
肉
O
ず
＾
肖
“
～
く
．
H
ξ
｝
自
一
凹
P

向
s
ミ
o
，
o
、
雨
“
甘
亀
　
＾
、
　
吻
o
s
“
￥
“
、
s
　
曽
“
o
＾
o
ミ
ー
　
H
o
，
o
｝
　
峯
－
｝
o
－
目
一
〇
自
顯

ω
．
　
肉
〇
一
〕
－
昌
ω
O
目
－
串
軋
㎞
“
O
、
“
O
S
、
　
－
く
㎞
軸
、
O
　
b
｝
O
軸
、
冬
き
申
雨
｝
、
　
H
O
α
“
－

　
o
．
吊
－
o
㎝
斥
－
　
曽
目
｛
ω
H
o
ミ
目
i
ド
討
雨
」
く
舳
的
、
o
』
“
§
畠
s
畠
o
i
－
o
α
N
－
H
げ
↓
0
H

峯
．
射
o
『
o
q
目
－
顯
目
－
　
－
『
守
雨
　
o
￥
、
o
富
o
“
o
昧
札
o
s
、
　
由
軋
㎞
“
o
ミ
　
o
、
、
邊
雨
』
く
夷
、
o
｛
s

』
ミ
竃
、
甘
o
昌
、
　
一
〇
ひ
o
…
　
＞
－
け
o
目
　
H
H
o
H
■
m
σ
㌣
1
－
H
．
、
い
『
き
軸
－
w
、
畠
o
ホ
』
’
s
雨
、
“
o
s
－

－
旧
吋
“
－
　
2
＞
＞
O
，
1
　
』
　
恥
ミ
札
、
雨
　
“
o
，
S
o
－
帖
」
｝
o
宝
－
－
守
雨
』
く
雨
軸
、
o
■
．
－
H
く
－
目

－
．
ω
－
o
與
目
i
　
H
『
宇
軸
b
、
畠
o
＃
防
　
軋
s
」
§
耐
、
軌
o
s
i
s
o
を
、
o
s
o
、
§
畠
ミ
軋
、
昌
h
｝

旬
o
o
￥
i
　
一
〇
、
“
一

　
　
わ
が
国
の
辞
典
で
は
、
岩
波
『
西
洋
人
名
辞
典
』
（
一
九
五
六
年
、

増
補
改
訂
版
一
九
八
．
一
年
）
、
学
研
『
新
世
紀
大
辞
典
』
（
一
九
六
八

年
）
、
小
挙
館
『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
犬
辞
典
』
（
一
九
七
九
年
）
、

研
究
社
『
新
英
和
大
辞
典
』
第
五
版
（
一
九
八
O
年
）
、
岩
波
『
新

〃



（13）　フレデリヅク・ダグラス研究の一断章

英
和
辞
典
』
（
一
九
八
一
年
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
に
か
ん
し
て
、
簡
略
だ

が
重
要
な
ひ
と
つ
の
新
資
料
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
新
資
料
の
発

見
は
、
現
在
、
そ
の
第
一
巻
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
る
、
ジ
ョ
ン
・
W
・
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
を
編
集
責
任
者

と
す
る
『
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ぺ
ー
パ
ー
ズ
』
の
編
纂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
合
衆
国
の
各

地
に
お
い
て
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
教
育
・
研
究
機
関

で
瀞
瞬
と
わ
き
お
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ヲ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
運
動
」
の
高
ま
り
と
展
開
を
一
般
的
背
景
と
し
て
、
す
で
に
の

ぺ
た
ダ
グ
ラ
ス
顕
彰
を
真
に
学
問
的
レ
ベ
ル
で
遂
行
し
、
か
れ
の

正
当
な
歴
史
的
評
価
を
確
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た

結
果
、
掌
p
弐
o
冨
－
雪
津
o
H
－
s
－
勺
目
σ
一
一
墨
弐
o
鶉
彗
o
勾
g
o
邑
ω

o
o
昌
邑
邑
昌
が
、
そ
の
頃
ぎ
m
o
9
茎
昌
｛
實
事
o
望
一
一
身
o
｛

臣
H
o
－
＞
昌
①
ま
彗
＝
蒜
昌
ρ
串
雲
o
｛
の
専
務
理
事
を
し
て
い

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ズ
リ
ー
と
協
議
し
た
す
え
、
一
九
七
〇
年

五
月
に
、
合
衆
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
に
散
遼
し
て
い
る
掘

大
な
量
の
ダ
グ
ラ
ス
関
係
資
料
を
収
集
、
編
纂
し
て
公
刊
す
る
こ

と
は
「
と
り
わ
け
璽
要
か
つ
急
務
」
で
あ
る
と
の
委
員
会
決
定
を

み
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
責
任
者
と
し

て
白
羽
の
矢
を
た
て
ら
れ
た
の
が
、
す
で
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て

い
た
当
時
ま
だ
三
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
新
鋭
の
歴
史
家
だ
っ
た
ブ
ラ

シ
ン
ゲ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ー
ズ
リ
ー
氏
か
ら
、

私
が
編
集
責
任
を
引
き
受
け
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
た
し
か

一
九
七
一
年
は
じ
め
だ
っ
た
と
お
も
う
。
・
…
－
私
は
、
長
期
に
わ

た
る
こ
の
大
計
画
に
必
然
的
に
と
も
な
う
資
金
面
そ
の
他
の
諸
困

難
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
の
で
、
さ
い
し
ょ
は
ず
い
ぶ
ん
た
め

ら
っ
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
受
諾
し
た
」
と
、
か
れ
は
そ
の
頃
の
こ

と
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
二

年
余
に
お
よ
ぷ
多
く
の
関
係
専
門
家
の
慎
重
な
討
議
を
経
て
、
一

九
七
三
年
九
月
、
オ
筆
o
畠
一
向
邑
o
幸
昌
竃
↓
｛
昌
“
ま
｝
自
目
彗
甘
－

弍
①
y
く
竺
o
d
邑
き
冨
岸
さ
オ
算
｛
o
■
』
曽
尿
ヰ
o
ユ
s
－
勺
自
σ
＝
墨
弍
o
畠

p
邑
射
8
o
a
m
o
o
昌
昌
一
邑
o
目
の
三
者
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
フ

レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ぺ
ー
バ
ー
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
正

　
　
　
　
＾
2
2
）

式
に
発
足
し
た
。

　
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
べ

13
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ー
パ
ー
ズ
』
（
以
下
、
『
ぺ
ー
パ
ー
ズ
』
と
略
す
）
は
、
第
一
巻
が

一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
全
体
構
想
と
完
成
ま
で
の

見
透
し
は
、
な
お
多
く
の
不
確
定
部
分
を
残
し
な
が
ら
、
お
よ
そ

次
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
ぺ
ー
バ
ー
ズ
』
の
全
体

は
、
大
き
く
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
、
す
な
わ
ち
、
ω
演
説
・
討

論
・
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
、
ω
　
『
解
放
者
』
や
『
北
極
星
』
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
奴
隷
制
反
対
の
新
聞
類
に
発
表
さ
れ
た
論
説
や

評
論
、
㈹
　
各
種
の
書
簡
、
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
順
序
に
し
た
が
っ
て
各
シ
リ
ー
ズ
別
に
（
第
一
シ
リ
ー
ズ
は
四

～
五
冊
、
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
は
三
～
四
冊
、
第
三
シ
リ
ー
ズ
は
多
く

て
七
冊
）
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ダ
グ
ラ
ス
の
自
伝

を
加
え
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
進
行
過
程
で
検
討
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
リ
ー
ズ
別
の
発
行
順
序
に
は
い
く
つ
か

の
理
由
が
あ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
資
料
収
集
の
難
易
度
に
関
係

し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
『
ぺ
ー
バ
ー
ズ
』
の
紹
介
が
主
た
る
目
的
で
は
な

い
の
で
、
詳
し
く
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
し
な
い

が
、
第
一
巻
を
一
督
し
て
誰
で
も
気
が
つ
く
こ
と
は
、
収
集
さ
れ

た
歴
大
な
資
料
の
な
か
か
ら
綿
密
な
史
料
的
価
値
の
検
討
と
吟
味

を
経
て
精
選
さ
れ
た
収
録
史
料
、
そ
し
て
、
こ
う
し
て
収
録
さ
れ

た
各
史
料
に
付
さ
れ
た
適
確
な
解
説
、
な
ら
ぴ
に
詳
紬
を
き
わ
め

た
脚
注
で
あ
る
。
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
に
よ
る
適
切
な
二
種
類
の
長

文
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
目
ン
が
本
書
の
学
問
的
な
価
値
を
い
っ
そ

う
高
め
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と

は
、
か
れ
を
責
任
者
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
精
力
的

な
努
カ
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
支
え
た
全
国

的
、
い
や
国
際
的
規
模
の
そ
れ
こ
そ
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

人
び
と
の
協
カ
に
よ
る
共
同
作
業
が
、
こ
の
労
作
を
可
能
に
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
年
に
か
ん
す
る
新
資
料
の
発
掘
も
、
こ
う
し

た
作
業
過
程
で
う
み
だ
さ
れ
た
最
も
貴
重
な
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
資
料
発
見
の
直
接
的
栄
誉
は
、
ダ
グ
ラ

ス
の
生
地
に
近
い
イ
ー
ス
ト
ン
（
タ
ル
ボ
ヅ
ト
郡
庁
所
在
地
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂
）

地
方
史
家
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
・
J
・
プ
レ
ス
ト
ン
に
属
す
る
。

　
す
で
に
、
三
十
年
以
上
も
新
聞
の
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、
タ

ル
ボ
ッ
ト
郡
を
中
心
と
す
る
メ
リ
ラ
ン
ド
史
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
き
た
プ
レ
ス
ト
ン
が
、
ア
ナ
ポ
リ
ス
（
州
都
）
の
古
文
書
館
所

蔵
の
史
資
料
の
な
か
か
ら
、
手
書
き
の
『
ア
ン
ソ
ニ
ー
家
文
書
』

を
探
し
だ
し
、
そ
の
な
か
・
か
ら
ダ
グ
ラ
ス
の
最
初
の
所
有
者
だ
っ

た
エ
ア
ロ
ン
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
が
所
有
し
た
黒
人
奴
隷
の
出
生
年
目

〃
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録
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
手
書
き
の
出
生
年
目
録
は
、

エ
ア
ロ
ン
．
ア
ン
ソ
．
一
1
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
誰
か

（
名
前
不
詳
）
が
あ
と
で
書
き
加
え
た
も
の
だ
が
、
発
見
さ
れ
る
と

た
だ
ち
に
ク
才
ル
ズ
や
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
な
ど
の
関
係
専
門
家
と

の
あ
い
だ
で
厳
密
な
検
討
と
吟
味
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
ダ
グ
ラ

My 13lack People Ages 

Betts was Born May......1774 Died 1849 

( ~p ~~) 

Hariott daughter of 13etts Born Feby 28･･････1792 

( + ~~) 

Perry Sun of Hariott Born Jany......1813 

Jerry Sun of Cate Born Aprl... ..1813 

Sarah daughter Hariott Born Augt･･･.･.1814 

Tom Sun of Milly Born Sept 21-･･･..1814 

Cate daughter of Betts Born Jany......1815 died 181S 

Phill Son of Cate Born Aprl......1815 

Eliza daughter of Hariott Born March......1816 

Prissey daughter of Betts Born Augt 15･････ 1816 

Henny daughter of Milly Born Sept 2d･････-1816 

~'lary daughter of Jainny Born Feby .....1818 

Frederick Augustus Son of Harriott Feby... ..1818 

James Son of Cate Born May 27 ･･...1819 dead 
Nancy Daughter of Milly Born July .....1819 

Isaac Son of Jinney Born Augt 27･･･...1819 

Henry Son of old Betts Born Feby......1820 

Kitty Daughter of Harnott Born ~'larch 7.･....1820 

Stephen Son of young Betts Born July. ...1819 

John Son of Jinney Born June･･････1821 dead 

Dealey Daughter of young Betts Born June･ ･ ･ . ･ 1821 dead 

Charlott Daughter of Arraanna Born Decem.. . . 1821 dead 

William Son of Cate Born Feb 17......1822 

Arianna daub"hter of Harriott Born Octr 1822･･･...1822 

ス
の
出
生
に
か
ん
し
十
分
に
信
懸
性
が
あ
り
、
史
料
的
価
値
を
も

　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

つ
も
の
と
認
定
さ
れ
た
。

　
《
私
の
黒
人
た
ち
の
年
齢
》
．
、
胃
｝
望
竃
｝
ま
o
亘
o
＞
o
q
①
ω
＝
と

標
記
さ
れ
た
こ
の
目
録
の
な
か
で
、
ダ
グ
ヲ
ス
の
出
生
と
直
接
に

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
一

カ
カ
わ
り
を
も
つ
部
分
は
、
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
（
兄
の
ペ
リ

1
誕
生
か
ら
末
の
妹
の
ア
リ
ァ
ン

ナ
誕
生
ま
で
。
な
お
、
第
一
行
目

の
ベ
ッ
ツ
〔
正
し
く
は
ベ
ッ
ツ
ィ

ー
〕
は
ダ
グ
ラ
ス
の
祖
母
で
、
一

七
七
四
年
に
生
ま
れ
、
一
八
四
九

年
に
死
ん
だ
。
彼
女
に
か
ん
す
る

史
料
部
分
の
多
く
は
割
愛
し
た
が
、

三
人
の
息
子
と
九
人
の
娘
の
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
〕

な
で
十
二
人
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
。

第
二
．
行
目
の
ハ
リ
オ
ヅ
ト
〔
正
し

く
は
ハ
リ
エ
ッ
ト
〕
が
ダ
グ
ラ
ス

の
母
で
、
ベ
ツ
ツ
ィ
ー
の
第
二
子

で
あ
る
。
）

　
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
一
八
一
八

年
の
と
こ
ろ
に
、
「
ハ
リ
才
ヅ
ト

15
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〔
正
し
く
は
ハ
リ
エ
ツ
ト
〕
の
息
子
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
．
オ
ガ
ス
タ

ス
ニ
月
」
、
寒
翁
巨
ぎ
。
目
易
募
ぎ
。
一
靹
艘
、
、
一
。
け
；
。
身
二

と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
生
ま
れ
た
日
は
記

入
さ
れ
て
い
な
い
。
（
ハ
リ
ェ
ヅ
ト
か
ら
生
ま
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
の

兄
姉
妹
五
人
の
な
か
で
、
生
ま
れ
た
日
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
八
二
〇
年
生
ま
れ
の
す
ぺ
下
の
妹
キ
テ
ィ
ー
だ
け
で
あ
る
。
）

　
こ
の
新
史
料
の
意
義
に
つ
い
て
、
『
ぺ
ー
バ
ー
ズ
』
第
一
巻
の

序
文
の
冒
頭
で
、
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
い
て
、
一
八
一
八
年
は
重
要
な
年
で
あ

る
。
国
会
が
合
衆
国
の
国
旗
の
現
在
の
図
柄
を
採
択
し
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
バ
ル
フ
ィ
ン
チ
が
（
ベ
ン
ジ
ャ
、
、
、
ン
．
H
．
ラ
ト
ロ
ー
ク

の
あ
と
を
引
継
い
で
－
引
用
者
）
国
会
議
事
堂
の
建
設
に
着
手

し
、
最
初
の
年
金
法
が
国
会
を
通
過
し
、
ま
た
イ
リ
ノ
イ
州
が
自

由
州
と
し
て
連
邦
に
加
盟
し
た
の
も
一
八
一
八
年
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
同
じ
年
の
二
月
の
あ
る
日
、
メ
リ
ラ
ン
ド
州
タ
ル
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

ヅ
ト
郡
の
エ
ア
ロ
ン
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
船
長
所
有
の
二
十
六
歳
の
奴

隷
、
ハ
リ
エ
ツ
ト
・
ベ
イ
リ
ー
が
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
．
オ
ガ
ス
タ
ス

と
い
う
男
の
子
を
出
産
し
た
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
は
《
私
の
黒
人
た
ち

の
年
齢
》
と
標
記
さ
れ
た
目
録
の
な
か
で
、
、
こ
く
簡
略
な
事
項
し

か
記
入
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
家
は
の
ち
に
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
一
ダ
グ
ラ
ス
と
し
て
世
界
に
知
れ
わ
た
る
こ
と
に
な
る
　
1
6

人
物
を
、
削
い
か
ズ
（
傍
点
は
引
用
者
）
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で

　
＾
鴉
〕

き
る
L
と
。

　
ま
た
、
『
ぺ
ー
バ
ー
ズ
』
第
一
巻
よ
り
約
半
年
遅
れ
て
『
フ
レ

デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
i
奴
隷
と
市
民
』
を
出
版
し
た
ネ
イ
サ

ン
・
1
・
ハ
ギ
ン
ス
は
、
巻
末
の
参
考
文
献
案
内
の
な
か
で
、

「
ジ
ョ
ン
・
W
・
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
編
慕
の
『
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
．

ダ
グ
ラ
ス
・
ぺ
ー
バ
ー
ズ
』
が
、
現
在
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
出
版
会

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
巻
は
一
九
七
九
年
に
出
版
予

定
で
あ
っ
た
が
、
本
書
（
ハ
ギ
ン
ス
の
書
物
i
引
用
者
）
が
印

刷
に
付
さ
れ
た
と
き
に
は
、
ま
だ
発
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な

か
っ
た
」
と
の
べ
、
つ
づ
い
て
「
メ
リ
ラ
ン
ド
州
タ
ル
ボ
ヅ
ト
郡

の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
冒
ン
や
郡
の
諸
記
録
に
か
ん
す
る
、
デ
ィ
ク
ソ

ン
・
J
・
プ
レ
ス
ト
ン
氏
の
骨
の
折
れ
る
調
査
に
よ
っ
て
、
幼
少

期
の
7
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
沢
山
の

新
し
い
情
報
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
重

要
な
こ
と
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
年
が
か
れ
自
身
が
考
え
て
い
た

一
八
一
七
年
で
は
な
く
て
一
八
一
八
年
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

わ
れ
わ
れ
が
、
は
じ
め
て
（
傍
点
は
引
用
者
）
確
信
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。
プ
レ
ス
ト
ン
氏
は
、
こ
れ
ら
の
史
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
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現
在
、
書
物
を
執
筆
中
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
八
一
年
に
出
版
さ

　
　
　
　
　
　
（
㎎
〕

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
L

　
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
や
ハ
ギ
ン
ス
の
こ
れ
ら
の
客
観
的
な
叙
述
の

な
か
に
、
私
は
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
が
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
て
は

た
し
え
ず
、
ま
た
、
今
年
で
ダ
グ
ラ
ス
の
一
生
よ
り
も
一
歳
年
上

に
な
る
七
十
八
歳
の
ク
オ
ル
ズ
が
、
こ
の
年
ま
で
な
ん
と
か
確
定

し
よ
う
と
努
力
し
て
や
ま
な
か
っ
た
ダ
グ
ラ
ス
の
出
生
年
を
、
以

上
の
ぺ
て
き
た
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
い
ま
、
よ
う
や
く
騎
史
帥

、
　
　
、

事
実
と
し
て
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
た
い
す
る
、

黒
人
歴
史
家
と
し
て
の
自
負
と
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
1
個
人
的
な
書
き
か
た
を
許
し
て

い
た
だ
け
る
な
ら
ぱ
－
一
昨
年
（
一
九
八
O
年
）
の
盛
夏
、
イ

ェ
ー
ル
大
学
の
『
ぺ
ー
パ
ー
ズ
』
編
纂
所
で
一
ヵ
月
を
過
ご
し
て

か
ら
、
ダ
ー
ラ
ム
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
教
授
の
も
と
へ
向
う
途
中
、

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
お
宅
で
ク
オ
ル
ズ
教
授
に
久
々
に
お
目
に
か
か

っ
て
こ
の
間
題
に
つ
い
て
意
見
を
も
と
め
た
と
き
、
あ
の
温
和
な

教
授
の
ま
な
ざ
し
の
底
に
き
ら
り
と
光
っ
た
一
条
の
喜
び
の
色
と

と
も
に
、
「
ダ
グ
ラ
ス
死
後
、
八
十
年
余
に
し
て
よ
う
や
く
…
…
」

と
鋭
く
言
い
き
っ
た
厳
し
い
口
調
が
、
あ
り
あ
り
と
お
も
い
だ
さ

れ
る
。

　
そ
れ
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
過
去
の
た
ん
な
る
小
さ
な
事
実
の

発
掘
で
は
な
い
。
ま
た
、
ダ
グ
ラ
ス
個
人
だ
け
に
か
か
わ
る
間
題

で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
白
人
優
越
主
義
と
黒
人
蔑
視
の
人
種
的
偏

見
の
も
と
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
無
視
と
歪
曲
と
に
よ
っ
て
描

か
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
を
、
真
に
科
学
的
な
事
実
に

も
と
づ
く
歴
史
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
、
鋭
意
、
研
鎖
を
か
さ
ね

て
き
た
多
く
の
黒
人
歴
史
、
家
と
良
心
的
な
白
人
歴
史
家
の
た
ゆ
ま

な
い
努
カ
の
結
実
を
、
象
徴
的
に
し
め
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
は
、
か
つ
て
の
黒
人
奴
隷
制
度
と
そ
の
後
こ
ん
に
ち
に
い
た
る

黒
人
差
別
制
度
の
重
圧
の
も
と
で
、
ひ
た
す
ら
黒
人
で
あ
る
こ
と

と
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
と
の
統
一
的
存
在
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
と
め
て
、
一
貫
し
て
た
た
か
い
つ
づ
け
て
き

た
三
五
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
的
実
践
と
わ

か
ち
が
た
く
結
ぴ
つ
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
研
究

の
課
題
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
ダ
グ
ヲ
ス
の
出
生
年
の
確
定
の
問
題
は
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
全
体
の
間
題
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
の

ア
メ
リ
カ
人
の
問
題
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
根
幹
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

〃
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ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
ー
プ
墓
地
に
あ
る
ダ
グ
ラ
ス

の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
か
れ
の
生
没
年
は
、
い
ま
も
奇
妙
な
状
況
を

呈
し
て
い
る
。
垂
直
に
建
て
ら
れ
た
墓
石
の
正
面
に
は
一
八
一
七

～
一
八
九
五
年
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
前
に
水
平
に
置
か
れ

た
墓
石
に
は
一
八
一
八
～
一
八
九
五
年
と
刻
ま
れ
て
い
て
、
生
ま

れ
た
年
に
か
ん
し
て
二
通
り
の
数
字
が
み
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
こ
の
墓
石
も
、
一
八
一
八
～
一
八
九
五
年
と
同
一
に
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

み
か
え
ら
れ
る
日
が
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
2
1
）
　
以
下
の
叙
述
は
、
』
o
巨
一
≦
■
望
窃
巴
奏
昌
昌
P
＆
、
一
『
ざ

　
、
ミ
き
ミ
喜
b
o
s
曳
婁
吻
、
s
心
雨
葛
・
く
o
－
・
ポ
ー
o
N
o
・
の
な
か
の
ブ
ラ

　
シ
ン
ゲ
イ
ム
の
序
文
、
な
ら
ぴ
に
一
九
七
七
年
と
一
九
八
○
年
の
二

　
回
に
わ
た
っ
て
、
私
が
か
れ
か
ら
聞
き
と
り
を
し
た
録
音
テ
i
プ
に

　
依
拠
し
て
い
る
。

（
2
2
）
　
『
フ
レ
デ
リ
，
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ぺ
ー
パ
ー
ズ
』
の
発
足
時
の

　
編
纂
顧
問
に
は
、
黒
人
・
白
人
か
ら
な
る
次
の
よ
う
な
、
そ
う
そ
う

　
た
る
歴
史
家
十
八
名
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

　
　
∪
顯
く
己
｝
U
閏
く
貝
O
彗
一
H
）
①
O
q
－
胃
一
葭
巴
O
自
Ω
．
目
O
昌
O
自
穿
一

　
司
巨
－
甘
ω
－
弓
o
冒
■
』
o
巨
自
匡
o
勺
o
｝
冨
■
彗
－
p
■
o
巨
岨
射
．
串
彗
－
昌
一

　
｝
O
峯
胃
ρ
■
嘗
冒
彗
一
■
－
m
訂
峯
．
■
O
峯
亘
肉
距
首
O
邑
考
1
■
O
O
目
嘗
P
＞
自
－

　
吠
冨
“
冨
■
o
き
U
o
H
g
－
く
勺
o
斗
宰
一
団
g
盲
目
－
自
む
自
胃
－
o
坪
o
8
お
o

　
穿
o
電
婁
昌
一
Ω
彗
o
冒
社
員
｝
o
峯
顯
邑
H
o
目
喀
・
一
撃
Ω
8
『
o
官
o

　
｝
．
H
－
胃
旦
顯
＝
、
O
ケ
芭
H
－
o
岨
｝
1
峯
仙
ω
－
①
｝
、
O
1
＜
嘗
目
旨
一
く
o
o
旦
峯
印
H
ρ
．

（
2
3
）
　
冒
o
雰
昌
－
串
霧
ざ
P
＜
ミ
ミ
、
ミ
～
ミ
軋
茎
b
§
曳
§
㍗
§
雨

　
ミ
s
ミ
ぎ
ま
乱
＜
§
；
一
岩
o
o
o
l

（
眺
）
　
こ
の
点
に
か
ん
し
、
ブ
レ
ス
ト
ン
自
身
は
、
次
の
よ
う
に
の
ぺ

　
て
い
る
。
一
、
閏
斥
①
自
σ
｝
箒
蜆
巴
戸
け
巨
m
冨
o
o
『
α
昂
o
o
誘
自
顯
a
く
〇
一
〕
自
｛

　
■
g
o
o
■
o
巨
m
才
巾
1
＝
デ
自
g
；
＞
胃
o
目
＞
算
｝
o
目
㌣
、
m
巨
印
自
宇

　
ξ
ユ
戌
目
讐
岩
勺
彗
；
庄
｝
津
毛
鶉
ヨ
器
き
＆
呉
ρ
一
g
胃
口
嘗
希
σ
｝

　
声
潟
鶉
9
目
目
斥
昌
幸
≡
｝
鼻
彗
一
〇
。
畠
巨
H
ま
註
↓
巴
蜆
8
鶉
尉
宥
葦

　
事
－
ま
一
；
o
≠
■
旨
o
誌
宵
σ
o
算
弓
篶
ρ
o
ユ
o
斥
、
餉
o
彗
々
巨
耐
．
（
ミ
雨
§
二

　
勺
や
ω
戸
竃
1
）

（
妬
）
　
手
書
き
の
こ
の
原
史
料
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
は
、
ま
だ
ど

　
の
書
物
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
そ
の
コ
ピ
ー
を
ブ
ラ
シ
ン

　
ゲ
イ
ム
教
授
か
ら
貰
っ
た
が
、
コ
ビ
ー
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
自
分
で

　
は
解
読
で
き
な
い
都
分
も
あ
っ
た
の
で
、
私
が
書
き
う
つ
し
た
も
の

　
を
知
人
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
点
検
し
て
も
ら
い
、
タ
イ
プ
し
て
も

　
ら
っ
た
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
ω
o
目
が
ω
一
旨
と
書
か
れ
て
い
た
り
、

　
］
〕
彗
o
筥
巨
睾
と
ま
＝
o
目
軍
g
の
不
統
一
な
ど
も
あ
る
が
、
原
史
料
を

　
そ
の
ま
ま
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
』
ミ
ぎ
ミ
、
富
§
軸
ミ
、
§
ミ
タ
■
o
ρ
σ
q
彗
＞
し
o
巨
畠
8
一
U
o
ρ
o
q
o

　
o
o
自
8
庄
o
p
旨
彗
芭
軍
自
o
籟
巴
一
〇
｛
射
g
o
己
m
一
＞
■
目
顯
吊
o
豪

（
2
6
）
　
こ
れ
ま
で
の
ダ
グ
ラ
ス
伝
で
は
、
ダ
グ
一
フ
ス
の
自
伝
（
ξ

　
昂
§
軋
棄
籟
§
軋
ミ
ミ
§
§
§
？
ω
。
。
一
卜
害
§
軋
皇
§
婁
呉

　
、
ミ
き
ミ
註
b
o
秦
ぎ
竃
一
や
N
0
o
）
に
の
っ
と
り
、
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
に
は

　
五
人
の
娘
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
吊
巨
－
甘
ω
。
旬
O
■
o
’

　
ミ
ミ
§
幕
b
§
霞
婁
夕
や
－
㎞
や
、
一
九
八
○
年
に
出
版
さ
れ

18
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た
最
新
の
ダ
グ
ラ
ス
伝
オ
印
ま
彗
－
暑
ぎ
｝
自
岬
牲
畠
一
、
、
辻
ミ
軋
導

　
b
o
茶
ぎ
竃
㌧
臼
§
雨
§
、
o
§
～
§
一
や
｛
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

　
る
o

（
2
7
）
　
一
七
六
七
年
に
貧
農
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
は
、

　
一
八
二
六
年
に
死
ん
だ
と
き
に
は
三
つ
の
農
場
と
三
十
人
の
奴
隷
を

　
も
つ
奴
隷
所
有
者
に
な
り
あ
が
っ
て
い
た
が
、
一
七
九
七
年
以
降
は

　
同
時
に
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
も
屈
指
の
大
プ
ヲ
ン
タ
ー
・
エ
ド
ワ
ー

　
ド
．
ロ
イ
ド
（
ワ
イ
川
の
ロ
イ
ド
家
と
し
て
知
ら
れ
る
名
家
の
五
代

　
目
で
、
か
れ
の
館
は
「
ワ
イ
・
ハ
ウ
ス
」
と
よ
ぱ
れ
た
）
の
十
三
の

　
農
場
の
総
監
督
を
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
の
約
二
年
間
、
か
れ
は
、

　
ロ
イ
ド
所
有
の
豪
華
帆
船
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
」
号
の

　
船
長
を
つ
と
め
て
い
た
。
以
後
、
か
れ
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
エ
ァ
回

　
ン
．
ア
ン
ソ
ニ
ー
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
｝
－
鶉
色
目
o
q
凹
昌
〇
一

　
＆
二
H
ざ
、
ミ
§
ミ
茎
b
o
秦
、
婁
｝
、
喜
ミ
■
＜
o
｝
．
戸
o
．
さ
一

　
｛
8
ヰ
昌
註
α
∴
勺
、
窃
8
P
K
§
秦
、
ミ
き
ミ
O
申
b
O
秦
、
姜
㎞
ら
－
豊
1

（
2
8
）
里
婁
碁
彗
9
＆
；
皇
這
・
竃
言
ミ
・
i
ぎ
一
L
；
1
鼻

（
2
9
）
　
Z
o
ま
彗
H
；
ぎ
串
自
o
q
o
司
巨
μ
、
ミ
軋
ミ
“
＄
b
§
廻
婁
竈
隻
昌
§

　
s
s
，
o
§
き
§
畠
o
o
9
や
－
o
0
H
・
つ
い
で
な
が
ら
、
ハ
ギ
ン
ス
は
、

　
プ
レ
ス
ト
ン
の
書
物
が
一
九
八
一
牢
に
出
版
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と

　
書
い
て
い
る
が
、
す
で
に
〈
注
（
2
3
）
〉
で
記
載
し
た
と
お
り
、
そ

　
れ
は
一
九
八
○
年
末
に
出
版
さ
れ
た
。

（
3
0
）
　
拙
稿
「
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
の
墓
」
（
『
歴
史
評
論
』
第

　
三
七
三
号
、
一
九
八
一
年
）
。

〔
補
注
〕
　
『
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ぺ
ー
パ
ー
ズ
』
出
版
の

そ
の
後
の
進
捗
は
、
当
初
の
予
定
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
計
画

ど
お
り
で
あ
れ
ぱ
、
す
で
に
第
二
巻
が
出
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

本
稿
を
書
き
終
え
た
直
後
に
ク
オ
ル
ズ
教
授
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙

に
よ
れ
ば
、
一
九
八
二
年
一
月
現
在
、
第
二
巻
は
な
お
校
正
中
で
、

第
三
巻
の
原
稿
が
よ
う
や
く
イ
ェ
ー
ル
大
学
出
版
会
の
手
に
わ
た
り
、

目
下
、
第
四
巻
の
原
稿
作
成
に
ブ
ラ
シ
ン
ゲ
イ
ム
教
授
は
じ
め
ス
タ

ソ
フ
一
同
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
事
態
が
順
調
に
す
す
め
ぱ
、
第
二
巻
は
今

年
の
夏
～
秋
、
ま
た
第
三
巻
は
本
年
末
～
来
年
初
め
に
出
版
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
学
教
授
）

〃




